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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2024-2025年度クラブ方針 

「みんなの力を結集し、 

    未来に繋がる活動を」 

〔中村会長〕 

 本日は有田市経営管理部危機管理監

の御前様にお越しいただきまして、近い

将来必ずくるとされております東南海地

震、巨大津波に対して、被害を最小限に

とどめるために、日頃から私たちは何をす

べきなのか、そして行政の対策は？など

についてお話しいただけるものと思いま

す。先週も申し上げましたように東南海地震が30年以内に

起こる確率が80％にあがりまして、早急に地震・津波への

対策が必要と思いますので、本日は極めてタイムリーなお

話になると思います。 

 さて1月19日日曜日にパインズホテルで行われました海

南東ロータリークラブの50周年記念式典に参加させてい

ただきました。特別講演は尾木直樹氏（尾木ママ）が「子ど

も新時代がやってきた」という演題でご講演されました。記

念式典では海南市長、紀美野町町長、野村ガバナーそし

て姉妹クラブの台湾彰化東南RC、友好クラブのフィリピン

マンダウエ・イーストRC、宮崎中央RCの会長がお越しで、

それぞれ祝辞とご挨拶をされました。祝賀会では伝統的な

獅子舞やサックスの演奏などが行われまして、華やかな50

周年式典でありました。有田ロータリークラブも9年後に75

周年を迎えますので、海南東に負けないように会員増強と

早めの準備が必要かと思います。 

 

〔菅原幹事〕 

1.国際ロータリー  

 公共イメージニュース：ロータリーの公共イメージ向上に

力を注ぐ 

【回覧物】     

・粉河ロータリークラブ週報 

・RI公共イメージ ロータリー インパクト ハンドブック 

【後方掲示物】  

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１０３回例会） 

令和７年１月２４日(木）  

〔中村会長〕 

 

〔親睦活動小員会 嶋田委員長〕 

ゲスト：御前 一晃氏 

    （有田市役所 経営管理部 理事・危機管理監） 

 

〔井上SAA〕 

中村君：御前様ようこそ有田ロータリークラブへ。タイム

リーな卓話宜しくお願い致します。 

菅原君：御前様ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の

卓話宜しくお願い致します。勉強させて頂きます。 

石垣君：御前一晃様、本日の卓話よろしくお願い致しま

す。 

岩橋君：御前一晃氏、卓話よろしくお願いします。 

上野山（捷）君：御前一晃様、ようこそ有田RCへお越し下

さいました。本日の卓話よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：御前様、本日の卓話よろしくお願いします。 

宮井君：御前一晃様、本日の卓話宜しくお願い致します。 

松村君：御前一晃様、お話楽しみにしています。勉強さ

せていただきます。 

橋爪（誠）君：御前様ようこそ有田RCへ。本日の卓話勉強

させて頂きます。 

嶋田君：御前一晃様、ようこそ有田ロータリーへ。「災害に

備えて」の卓話勉強させて頂きます。 

井上君：御前様、本日の卓話よろしくお願いします。 

 

 

〔例会運営小委員会 上野山（捷）副委員長〕 

本日の出席者１７名／２５名     

（うち出席規定免除者７名／８名）   

    令和７年１月３０日 第３１０４回 

・外部卓話：「子供達のサッカー」 

 紺野利男氏（有田サッカー協会 会長） 

・ソング：「我等の生業」 

  令和７年２月６日 第３１０５回 

・会員リレー卓話 

   橋爪 正芳 君、北畑 貴行 君 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３１０３ Nｏ． 

 幹事報告  

会長の時間 

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報小委員長  

中村 吉伸 

菅原 佳典 

川口健太郎 



・議事録 

 

 

※奉仕プロジェクト委員会〔橋爪（誠）委員長〕 

 本日例会終了後、委員会を開催いたします。委員の皆

様ご参加よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

  有田市役所 

  経営管理部 

  理事・危機管理監 

   

  御前 一晃 氏 
 

 

「災害に備えて」 
 有田市役所経営管理部の御前です。本日は「災害に

備えて」というテーマで、有田市の防災についてお話しし

ます。日本は世界有数の災害多発国であり、近年は気

候変動に伴う豪雨や土砂災害、河川氾濫が頻発してい

ます。本日は以下の3点についてお話しします。 

 

1. 有田市の災害リスク 

 有田市では、南海トラフ地震が発生した場合、震度7の

激しい揺れが想定されており、液状化の危険性も指摘さ

れています。また、地震発生後約35分で1.0mの津波が

到達すると予測されています。さらに、有田川では過去

に洪水が発生し、甚大な被害をもたらしました。こうしたリ

スクを理解するためには、市が提供するハザードマップ

を活用し、自宅周辺の危険箇所を把握することが重要で

す。 

 

2. 避難行動 

 「指定緊急避難場所」と「指定避難所」の違いを理解し

ましょう。 

• 指定緊急避難場所：災害の危険が迫った際に命を守る

ため一時的に避難する場所です。地震、津波、洪水な

ど、災害の種類に応じて適切な場所を選んでください。 

• 指定避難所：家屋が被災した際に一定期間生活する施

設です。 

 

 避難情報は警戒レベルで発表されます。「レベル4（避

難指示）」が出た際は、速やかに安全な場所へ避難して

ください。 

 

3. 個人でできる防災対策 

 日頃から以下の準備を心がけましょう。 

• 非常持ち出し袋の準備：食料、水、懐中電灯、医薬品

などを用意する。 

• 備蓄の確保：家庭内で数日間過ごせる食料や水を準備

する。 

• 住居の安全対策：耐震化や家具の固定を行い、転倒や

落下物の危険を防ぐ。 

• 情報収集：防災アプリやSNSを活用し、最新の災害情報

を把握する。 

 

 市では、住民の命を守るため可能な限りの対策を進め

ていますが、すべての災害を防ぎきることはできません。

そのため皆さんには、各家庭や事業所で日頃からの備

えをしっかりと行い、「助けられる人」から「助ける人」へと

行動を変えていただきたいと思います。 

 防災意識を高め、地域全体で協力しながら、災害に強

いまち有田市を一緒に築いていきましょう。 

２ 

職業奉仕月間 

 卓 話 

日程 2月の例会プログラム 

2/6(木) 

会員卓話リレー 

 橋爪 正芳 君 

 北畑 貴行 君 

2/13(木) 休会 

2/20(木) 後期ＩＤＭ発表 

2/27(木) 休会 

委員会報告 

例会風景 

 ※2/11（火） 

   青少年奉仕事業 

    「未来へキックオフ」 

 ※2/15（土） 

   有田3クラブ合同例会 

閉会・点鐘 〔中村会長〕 

海南東RC 50周年記念品を 

当たりくじでGETしたのは 

橋爪正芳さん、宮井清明さん、 

菅原佳典さん 


